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ボーリング柱状図
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0.4m付近まで乱れた状態
含水量が中位で粘性は小さい
細粒の細砂が混じる

含水量が中位で粘性がやや大きい
軽石が少量混じる
2.5m付近から細砂が混じり,含水量
が中位となる

φ2～60mmの円・亜円礫が主体で
ある
礫間は多量の粘土と粒径不均一な
砂により充填されている
上部3.2m付近まで粘土分が特に多
く混じりルーズな堆積状態
所どころ暗褐色を呈し,砂分が多い
部位がある
孔壁の自立性が低くく，崩壊しや
すい

粒径均一な細砂
シルトを不規則に混じる
6.30～6.45m間は粘土を挟む
6.5m以深は粗砂を混入し粒径やや
不均一

φ2～60mmの円・亜円礫が主体で
ある
礫間は粒径不揃いな砂と少量の粘
土により充填されている
φ100～150mm(コア長
L=30～50mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在する
8.0～9.0mは全漏水を呈し孔壁は崩
壊しやすい

[10.80]φ2～50mmの円・亜円礫が
主体である
[11.80]礫間は粒径不均一な砂と多
量の粘土により充填されている
[12.80]φ100～150mm(コア長
L=30～50mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在する
[13.50]12.8～13.00m間は
φ30～100mmの礫が多く混入して
いる
[14.30]13.0～14.0m間は逃水多い
[15.00]風化礫が混入している
[16.00]礫種はチャート，砂岩，頁
岩等古期岩が多い
[16.80]14.6～16.25m間は砂分が多
く，礫の混入量がやや少ない
[17.50]16.5m付近から孔壁の自立
性高く逃水ない
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[10.80]φ2～50mmの円・亜円礫が
主体である
[11.80]礫間は粒径不均一な砂と多
量の粘土により充填されている
[12.80]φ100～150mm(コア長
L=30～50mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在する
[13.50]12.8～13.00m間は
φ30～100mmの礫が多く混入して
いる
[14.30]13.0～14.0m間は逃水多い
[15.00]風化礫が混入している
[16.00]礫種はチャート，砂岩，頁
岩等古期岩が多い
[16.80]14.6～16.25m間は砂分が多
く，礫の混入量がやや少ない
[17.50]16.5m付近から孔壁の自立
性高く逃水ない
粒径やや不均一で粘土が多量に混
じる
φ2～50mmの円・亜円礫が主体
礫間は粒径不揃いな砂と少量の粘
土により充填されている
全体に密実に堆積している
孔壁の崩壊，逃水はない
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